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1．はじめに 

 明治薬科大学でのマルチメディアを利用しての講

義等の推進と促進の中、本学では、すべての教室

に IT 機器が用意されており、それを利用して効率的、

効果的に講義は工夫されている。 

そして学生の自主的な勉学の環境づくりや学習

法、教育手法の効率アップを模索している。 

「薬の科学実習 I」の実習室にも図２、３に示すよう

にインターネット接続のコンセントが設置されている。

そこで化学系実習でのこれらの活用を模索した。      

この実習は、1 年生対象で、学生たちのほとんどが

化学実験を自ら行うのは初めてで、実験器具の名称

とその使用方法も知らない。 

このような現状で、実験操作方法を実習書のみを

用いての説明では十分な理解を得るのは困難であ

った。そこで、従来、実験操作のビデオを補助手段

に用いて、講義室にて実習説明を行っていた。 

 

  図１ 無実習室天井からのプロジェクターと 

      壁面のスクリーン 

 

  図２ 無線ランルーター 

 

図３ 黒板下にある IT 機器接続用のコンセント 

 

2．実習室での IT 機器利用 

今回、化学実験の操作を効果的に習得することを

期待して、講義室と同様の IT 機器を可動式ラックに

設置したものを利用して説明を行った。 
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図４ 可動式ラックに設置した IT 機器その切替機 

 

図５ パソコン、ビデオ、DVD の切替と音量調節装置 

 実験操作のビデオを放映し、その途中にビデオ

を止めて書画カメラに切り替えて操作の詳細を

補充説明した。また、操作方法を書画カメラで撮

影している画像をスクリーンに映し出して説明

した。 

 

図６ 実験操作説明風景 

 

 

 

図７ 書画カメラを用いての操作実演 

 

3．IT 機器利用のアンケート 

 実習室での IT 機器を用いた操作説明について、

以下のようなアンケート調査を行った。 

Q1.自分の実験台が前（黒板側）から何番目か？ 

Q2.今回の「薬の科学実習 I」への参加の度合？ 

 1. 積極的に取り組んだ。 

2. 人並みに取り組み普通だ。 

3. 必修科目なので仕方なく行っただけ。 

「薬の科学実習 I」でビデオやスライドなどの IT

機器利用したことについて。 

Q3.器具確認の時、書画カメラを使い実写映像で

器具の名前を確認したことについて。 

 1. 確認するのに大いに役立った。 

2. 実写映像は不要。 

3. どちらとも判断できない。 

Q4.実験操作（蒸留やクロマトグラフィー）のビ

デオについて。 

 1. 実験の操作方法を知るのに役立った。 

2.  DVD・ビデオの放映は不要。 

3. どちらとも判断できない。  

Q5.実験操作の DVD・ビデオを見る機会について。 

 1. 講義室で初回実習講義時に、まとめて見る。 

2. 実習室で、各実習項目の始めに見る。 

3. 判断できない。 

Q6.器具操作や注意の書画カメラでの説明 

 1. 解りやすく役立った。 

2. 実写映像を使った説明は不要。 

3. 判断できない。 
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Q7.実習にビデオやスライドなどの IT 機器利用 

 1. 操作方法などを理解するのに役立った。 

2. 実習には IT 機器は不要。 

3. 判断できない。 

 

以上のアンケート結果の一部を示す。 

資料提示装置を使っての実写
映像での器具確認について

97% 役立った

0% 不要

3% どちらでもな

い

実写映像での器具確認

役立った

不要

どちらでもない

 

 

分液ロートの操作や注意を資料提示装
置を使った実写映像での説明について

96% 役立った

2% 不要
2% どちらでもな

い

実写映像での説明

役立った

不要

どちらでもない

 

 

実習にビデオ・DVDやスライドなどの
IT機器利用について

97% 役立った

1% 不要 2% どちらでも

ない

IT機器利用

役立った

不要

どちらでもない

 

 

 さらに今回、実習室の音響についても調べた。 

Q8.実習室での音響（スピーカー）ついて 

 1. 明瞭に聞こえた。 

2. 聞こえにくかった。 

3. 殆ど聞こえなかった。 

以前から実習説明や実習中の注意連絡等におい

て、後方の実験台のグループほど、連絡事項が徹

底できていない傾向がみられた。スピーカーを通

しての指導教員の声の聴こえ具合についてアン

ケートをとった結果を図８と図９に示す。明らか

に後方になるグループに従い「ほとんど聴こえな

い」割合が増している。 

 

   図８ 実験台の列と聴こえ具合１ 

 

   図９ 実験台の列と聴こえ具合２ 

これは、実習室での実習設備と音響設備に関係

していと思われる。 

すなわち、実習室後方のスピーカーは天井へ

の埋め込みになっており、近傍には「梁」と換気

の「ダクト」があり（図１０）稼働音が発生して

いる。 
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図１０ 天井に埋め込み式のスピーカーとその近傍

にある天井の梁とダクト及びプロジェクター 

 

そのため、スピーカー直下でないと聞き取りに

くい傾向にある。 

 

4．結果 

IT 機器を利用しての実習説明は、画像が細部ま

で鮮明に見えるなどから学生からの高い評価結

果となった。 

 

「薬の科学実習 I」では、実習の化学操作説明

に下記の市販ビデオを利用している関係で、本発

表の画像中にそのビデオ映像の一部が映ってい

る。 

日本化学会 日本語版監修 「化学基礎実験方

法ビデオシリーズ」日本語版発行 株式会社ヘス

コインターナショナル 

1. 実験室の安全性 

2. デカンテーションと濾過 

9. 減圧濾過 

11. 分液ロート I 

20. 単蒸留 

21. 薄層クロマトグラフィー 

22. カラムクロマトグラフィー 
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